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社会福祉協議会と老人
福祉センターの入り口
に置いてあります。
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いっしょに
　　　考えてみましょう！！
いっしょに
　　　考えてみましょう！！

その68

寄稿寄稿

地域とのつながり

※編集にあたり、加筆・修正しております。 （下諏訪地区障害を持つ親の会  会員）

　わが家の偉星人は、養護学校に通う小1の男の子です。普段はスクールバスに乗り1時間か
けて富士見の学校まで通っています。月に1度は地元の小学校に母と一緒に通います。地元の
小学校で過ごす時間は、兄弟、保育園のころのお友達が通っていることもありとても楽しいよ
うです。自然に囲まれた養護学校は、からだを動かすことが大好きな息子にとってとても魅力
的な場所で、息子の良いところを伸ばしてくれるところだと思います。また、日々のながれる
時間はゆったりとしていて、マイペースな息子には過ごしやすいところです。しかし、富士見
の養護学校に通っているからこそ、地元との関わり、交流はとても大切なことだと考えていま
す。同じ地域で生活している偉星人をみなさんに知ってほしいと思います。
　地元の小学校での交流、はじめは「学校探検」
から始まりました。広い校舎内興味津々でした。
その中でも、養護学校にはない2階、3階へと続
く階段がお気に入り。階段をのぼりはじめると、
どこまで続いているのか、また、行く先には何が
あるのか気になりどんどんのぼっていきました。
その先は屋上。「ここは開かないんだ」先生の言
葉を何度か聞きしぶしぶ階段を下りました。教室
の中から音楽が聴こえてくると、その教室の廊下
で立ち止まり、からだを揺らしては廊下で踊って
いることもありました。
　回数を重ねてくると、息子なりに学校でのながれがわかるようになります。一年生のクラス
での朝会、集団で集まる場面が得意ではないので、口を固く結び緊張した表情で椅子に座りま
す。そのうちに机の下に隠れてしまいます。しばらく机の下からまわりの様子をじっとみて、
それから椅子に座ります。自分が安心していられる場所だと感じてくるのです。朝の出席確認、
健康観察と先生が名前を順番に呼んでいきます。「いつ呼ばれるのかな？」と待っているとき
もあれば、机の下にいるときもあります。その場所・雰囲気に慣れようとしている息子なりの
行動であることがよくわかるから、母としては無理に椅子に座らせるような事はしたくないの
です。お友達、「なんで、もぐってんの？」と不思議に思います。当然ですよね。「久しぶり
だから緊張しているんだよ」と母は答えます。
　おはなしが得意ではない息子ですが、ジェスチャーと簡単な言葉を使いコミュニケーション
をとったり、楽しい気持ちを表情やからだ全部を使い伝えます。交流を通し、一緒の活動や同
じ時間をたくさん共有することで、子ども同士は自然と‘なかま’になっていくのだと母は感
じています。　　


